あとかたもなく 消えて 行く 

悲しい 悲しい そのいの ち 

たれが あわれと 思おう か 

小さい 小さい 虫 一 つ 

たれが あわれと 思おう か 

このうた がだん だん 耳に 近くに 聞こえて 来ました か 

ら、 勘 太 郎はフ ッと眼 を 開いて 見ましたら、 真暗な 中 

に 美しい お 姫様が 一 人 突立って、 奇麗な 両袖 を 顔に 当 

て、 さめざめと 泣いて いる 姿が ありあ りと 見えました- 

勘 太郎は 驚いて はね 起きます と、 これ は 夢で、 もう 



行って、 只 ある 岩の 間へ そっと 立て かけて 置きました _ 

その 中には 春が 来て、 虫が はい 出して、 蝶 か 何 かにな つ 

て 飛び まわる 事が 出来る だろうと 思った からです。 

虫の 方 は 助ける 事が 出来 ましたが、 勘太郎 はもう 炭 

焼きなん ぞ はする 気になりませんでした。 しかし 生れ 

て 炭焼きし かした 事の ない 勘 太郎は 他の 仕事 を 一 つも 

知りませんでした。 何 をしょう かと いろいろ 考えて 帰 

るう ちに 道 を 見失って、 だんだん 山 深く 迷い 入って し 

まいました。 

行っても 行っても 山ば かりで、 食べ物 も 何も ありま 

せん。 日が 暮れ 夜が 明けても 同じ 事です。 しまいに は 



象の 生命 を 助けても 

助けた Ik 叩 は 只 一 つ 

虫で も 象で も 救われた 

その 有り難 さは 変らない 

虫で も 象で も 同様に 

助けた 心の 美し さ 

人の 生命 を 助く る は 

人の 心 を 持った 人 

虫の 生命 を 助く る は 



見て いるば かりでした。 

すまい 

或る日、 勘 太郎は 大勢の 天女た ちと 一 所に 住居 を 飛 

出しました。 門 口を出てから ふり 返って 見る と、 自分 

達の 住& はこの 間 山奥の 岩の 間に 立て かけた 樫の 丸太 

の 中程に ある 小さな 小さな 虫の 穴でした。 

勘 太郎は 何より 先に 自分の 昔の 住家の 処に 来て 見 ま 

した。 見る とそ こに は 昔の 通りに 自分の 家が あって、 

前に はこれ も 昔の 通りに 炭 焼 竈が あります。 オヤ、 今 

度 は 誰が 炭 を 焼いて いるの だろうと 思って 見て います 

と、 間もなく 家の 中から 出て 来た もの は 昔の 勘太郎 

そっくりの 男で、 着物まで も 同じ 事です。 その 男 は 神 



当の 事な のか さっぱり 訳が わから なくなりました. 
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